
 

大阪市廃止「構想」再び否決 ～広範な市民・団体の共同が 維新の野望を粉砕～ 

 大阪市廃止・解体の是非を問う「住民投票」が 11月 1日（日）実施され、大阪市廃止「反対」が 69万

2996票で、廃止「賛成」の 67万 5829票を 1万 7167票上回り、大阪市廃止「構想」が再び否決されまし

た。維新は、政令指定都市・大阪市の豊かな財源と権限を府に吸い上げ、一人の指揮官である知事がカジ

ノ・ＩＲ関連事業に莫大な税金をつぎ込むことをねらい、公明党が議席を占める衆議院小選挙区で対立候

補をたてると脅かし屈伏させ、コロナ禍のもとで強引に「住民投票」を実施しました。 

 大阪革新懇は、「大阪市をよくする会」「明るい民主大阪府政をつくる会」と連携し、「特別区」になれ

ば年 200億円の財源不足に陥り、「特別区」設置コストが 15年間で 1300億円費やされ、住民サービスが

必ず低下すると、事実にもとづき広範な市民・団体と対話・共同を展開しました。一方、維新は「『住民

サービスの低下』はすべてデマ、むしろ住民サービスは充実」と、根拠のないビラを連日新聞に折り込み、

テレビ CMを放映するなど、「賛成」票の拡大を企てました。 

しかし、広範な市民・団体の共同と市民の良識が、維新の野望を再び粉砕しました。昨夜の会見で、大

阪維新の会代表の松井一郎大阪市長は、「結果は 2度目の敗北。政治家としてけじめをつける」と、2023

年 3月の任期満了で政界引退を表明し、吉村洋文大阪府知事は「都構想」に再挑戦しないことを明言しま

した。 

大阪市廃止「構想」阻止のために、連日奮闘さ

れた賛同団体、地域革新懇、職場革新懇の皆さ

ん、お忙しい中遠方より支援に駆けつけてくだ

さった全国・都道府県革新懇の皆さん、「住民投

票」支援募金にご協力いただいたすべての皆さ

んに、心よりお礼申し上げます。 

大阪市廃止「構想」を再び阻止したことは、維

新政治に終止符を打ち、カジノ誘致を断念させ

ることにつながるだけでなく、安倍政治を継承

し、維新と連携し改憲ねらう菅政権に痛打を与

えるものです。大阪革新懇は、近く行われる総選挙で「市民と野党の共闘」を前進させ、野党連合政権の

実現のために全力を尽くす決意です。            大阪革新懇事務局長代行 小林 優 

 

＜「住民投票」結果を受けての声＞ 

〇住吉区では「賛成派」に 8045 票の大差をつけて勝ち、大阪市全体の勝利に大きく貢献することができまし

た。大阪はもとより全国各地のご支援で現地は元気をいただき、最後の最後まで勝利を信じて闘うことがで

きました。ご支援本当にありがとうございました。          住吉革新懇事務局長 古旗 孝 

 

〇開票速報 ハラハラドキドキ しかし反対派が土俵際でうっちゃり 大阪市が残った のこった 

反対派も賛成派も 気持ちを分断することなく 力を合わせて礼儀正しく ピシッと背筋を伸ばして 

姿勢（市政）をただしましょう                         落語家 桂 文福 

「３つの共同目標」に基づく運動で新しい日本と大阪をつくろう！ 
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